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研究背景
南部フォッサマグナ地域は，本州弧と伊豆―
小笠原弧，すなわち島弧と島弧の衝突が現在
も進行する世界でも特異な地域の１つであ
る．したがって，南部フォッサマグナ地域で
は，島弧同士の衝突によって大陸地殻が成長し
ていく過程を研究することが可能である．南
部フォッサマグナ地域では，四万十帯や秩父
帯の帯状構造に，中新世以降に複数の花崗岩
体が貫入し，さらに伊豆―小笠原弧の地殻ブ
ロックが南方から衝突することで地殻構造が
改変され，複雑な地下構造を成していると考え
られている．伊豆―小笠原弧の地殻ブロック
は，中期中新世以降に最大で４回，本州弧に
衝突したと考えられている．その際に，被衝
突体である本州弧で生じた変形は，水平方向
については地質構造や古地磁気等の解析によ
り検討されているが（天野ほか, 1999; 狩野, 
2002; 平田ほか, 2010など），鉛直方向の知
見はほとんど得られていない．そこで本研究
では，被衝突体である本州弧側の山地におい
て，隆起・削剥史を定量的に検討し，地殻ブ
ロックの衝突イベントとの関係を解明しよう
と試みた．具体的には，南部フォッサマグナ
地域及びその周辺地域の白亜紀から中新世の
花崗岩類を対象に，低温領域の熱年代学的手

法である，アパタイトのフィッション・トラッ
ク(AFT)法，アパタイトの(U-Th)/He (AHe)法
を行い，さらに岩石の形成年代の推定のため
に，ジルコンのウランー鉛 (U-Pb)法を用い，
南部フォッサマグナ地域及びその周辺地域の
岩石の冷却・削剥史と衝突ブロックの関連を
議論した．研究地域としては，南部フォッサ
マグナ地域内の関東山地・身延山地に加え
て，南部フォッサマグナ周辺の筑波山・足尾
山地・奥秩父でも解析を行い，比較・検討を
行った．

結果・解釈
南部フォッサマグナ周辺地域の筑波山の花崗
閃緑岩で37.0 ± 5.9 Ma，沢入花崗閃緑岩（足
尾山地）で44.1 ± 4.0 Ma，奥秩父で14.7 ± 
4.7 MaというAFT年代が得られた．これらの
岩石の形成年代（筑波山の花崗閃緑岩のRb-Sr
全岩アイソクロン年代：58-62 Ma [Arakawa 
and Takahashi, 1988], 沢入花崗閃緑岩体の
黒雲母K-Ar年代：92.6 ± 0.6 Ma [Sudo et al., 
1998]，奥秩父における角閃石K-Ar年代：
10.5 ± 1.5 Ma [Ueno and Shibata, 1986]）
と合わせて考えると，筑波山の花崗閃緑岩と
沢入花崗閃緑岩のAFT年代は伊豆弧の衝突開
始より古い時代の冷却・削剥を，奥秩父の
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AFT年代は岩体貫入時の急冷を反映している
と考えられる．一方，甲府花崗岩体（関東山
地）の一部の地点では，7.6 ± 1.0 Ma, 9.2 ± 
2.2 Ma, 3.0 ± 0.5 MaというAFT年代が得ら
れた．これらは伊豆弧の衝突開始以降の年代
を示しており，また岩体形成年代と考えられて
いる黒雲母と角閃石のK-Ar年代（9-12 Ma 
[Saito et al., 1997]）よりも有意に若い．
より閉鎖温度が低いAHe年代については，筑
波山の花崗閃緑岩で21.8±6.7 Ma, 沢入花崗閃
緑岩で42.8±19.8 Ma, 奥秩父で3.4±0.8 Ma, 
関東山地で5.7±1.7 Ma, 3.8±1.1 Ma, 
3.6±1.1 Ma, 身延山地で2.6±0.4 Maの年代が
得られた．これらのAHe年代はすべてAFT年
代よりも若いか誤差2σの範囲で一致した．
岩石の形成年代よりも若いAFT年代が得られ
た地点においては，岩体の貫入以降の隆起・
削剥イベントを反映している可能性が考えられ
る．しかし，Yamada and Tagami (2008)に
よると，伊豆ブロックの衝突（~1 Ma）前後
において，伊豆ブロックに最も近い場所に位
置している丹沢山地の削剥速度には増加が見
られない．したがって，ブロックの衝突が隆
起・削剥イベントに影響を及ぼさない可能性
も考えられる．
一方，本研究で実施したトラック長を用いた
逆解析の結果によると，関東山地の北部，中
央部及び身延山地では，1 Ma頃に急冷が見ら
れ，奥秩父及び関東山地の南部においては，
4-5 Ma頃に急冷が見られた．急冷の年代のみ
から考えると，1 Maは伊豆ブロックの衝突時
期，4-5 Maは丹沢ブロックの衝突時期と一致
する．すなわち，これらの地殻ブロックの衝
突イベントが，本州弧の山地形成の直接的な
原因となっている可能性がある．ただし，以
上の解釈は年代の同時性のみに依存してお
り，各衝突イベントと被衝突体の変形につい
て直接検証されたわけではない．冷却年代と
衝突イベントの時期の関係の詳細な検討は，
今後の課題として挙げられる．
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